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2014 年 9 月 26 日（金） 

名古屋市中央卸売市場北部市場 管理棟２階 見学者ホール 

 

「生鮮食品取引における流通ＢＭＳ導入促進セミナー」 

講演録【抄出版】 

 

「生鮮分野における流通ＢＭＳ導入事例」 
 

ユニー株式会社 執行役員 ＩＴ物流本部 

本部長 角田 吉隆 氏 

 
本日は生鮮食品取引における流通 BMS の導入促進セミナーということで、ユニーの取組

事例をご紹介させていただきます。 
ユニーグループ・ホールディングスは 2013 年 2 月に設立され、ユニーはそのグループ会

社の 1 つという位置付けになります。ユニーの店舗出店業態として、モール業態（ウォー

ク）と GMS 業態（アピタ）、SM 業態（ピアゴ）があります。 
当社では今年（2014 年）の 6 月から生鮮システムの刷新を図っており、生鮮の取引につ

いても来年度中には全て流通 BMS に移行すべく、ただいま取引先に対する説明会を行って

います。生鮮分野には特殊な事情が多く、仮伝（仮伝票）など非常にイレギュラーな取引

があり、加えて支払サイトの長短の問題もあって、流通 BMS を活用して IT の力で少しで

も省力化を図るために色々と取り組んでいます。 
小売業を取り巻く現状を少し述べますと、日本社会は少子高齢化が進んでおり、地方で

は都市部でも人口が少なくなって自治体が維持できないといった状況があります。一方、

単身世帯が増えているので、世帯数はそれほど減っていません。そのため、生鮮について

は単身世帯にも対応した加工度の高い商品が求められています。また、今年 4 月の消費税

増税の影響は大きく、消費者の節約志向が当然強くなってきているので、加工度が上がっ

て手間が掛かっている割に値段は上げられないといった状況にあり、その辺をいかにロー

コストで対応できるかが大きな課題になっています。 
その中で、私が担当しているのは情報システムと物流、ネットスーパーを含めた EC ビジ

ネスの展開で、この部門におけるコスト軽減に取り組んでいます。コスト軽減といっても

単に仕入れ値を下げるということではなく、業務内にある無駄な作業コストをきっちり抑

えていくということです。物流についても、特に生鮮は地場に良い商品が沢山あるので、

卸売市場をうまく活用した商品の調達にも取り組んでいます。さらに加工センターについ

ても、愛知県内で 2015 年度から大型の自社加工センターが稼働予定で、このセンターをう

まく活用しながら各店舗に効率よく商品を供給する体制を現在構築中です。その中核とな

るのがこれからお話しする流通 BMS であり、流通 BMS のメッセージやデータ交換につい

て、どのように対応するかがセンターをスムーズに動かすポイントになるので、この点を

押えてタイムリーに商品を提供することにつなげていきたいと考えています。 
 



2 

 
事業強化の取り組みの方向性 

 

 
物流改革の取り組み 

 
まず生鮮 EDI システムの導入目的ですが、第一は事務コストの削減です。特に生鮮は夜

間から早朝にかけて時間的にも非常にタイトな中で作業を行っており、加えて天候に左右

されるような状況も多々あるために産地や等級が変わるのは当然で、そういった変化があ

ってもあまりコストを掛けずに仕入れを計上して、所定の期日にきちっと納品できて、取
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引先にも違算が発生しない、このような体制にするためにはどうしても EDI 化が必要にな

ります。店舗からの電話や FAX による発注を EOS 発注に変更することで、新たな集計作

業等の必要がなくなり、取引先の負担が軽減します。また、このような発注には数量コミ

ットについての商談が重要になるため、いわゆる週間発注化を推進することで商品をしっ

かり確保できれば、調達コストの削減につながります。物流面についても、従来の市場か

らの配送に加え、一部の商品については当社でも在庫をもって、当社のセンターから店頭

に直接配送する物流インフラを準備することで物流コストが削減できます。 
そこでポイントとなるのが、インターネット環境でリアルタイムにいつでも（365 日 24

時間）情報交換できるシステムです。流通 BMS を活用することで、商品が店頭に到着する

までに原価を入力すれば、その時点で仕入れ計上ができます。ただし、ドライグロッサリ

ーの場合は商流の中でほとんど商品マスタの変更はありませんが、生鮮分野では前述のと

おり変更が日常茶飯事なので、WEB スタイルの流通 BMS（生鮮 MD システム）を採用し

ています。生鮮 MD システムはインターネットを利用したデータ集中管理型の仕組みなの

で、本部と店舗、取引先がリアルタイムで情報共有できます。さらにインターネットにつ

ながるパソコンさえあれば、場所を選ばずどこでも利用可能です。加えて、拾い買い等で

購入した商品についても、出荷データを入力すれば仕入れ計上ができます。この方法でで

きるだけ仮伝をなくし、本伝により計上する方向で進めています。 

 
システム全体図 

 
なお、生鮮分野では見切り品や商品ロスが非常に多く発生するので、利益を確保するた

めには、これをいかに減らしていくかが重要になります。現在、日々の来店客数はある程

度予測が立つので、その客数と連動した形で売り場でのモノづくりをしていくことで、ロ

スを減らすことが可能だと考えています。また、取引先の負担をできるだけ少なくするた
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めにも、週間発注の精度が落ちて出荷日の間際に発注内容が変わってくるということでは

調達はうまく回らないので、発注精度をいかに上げていくかも大きな課題と認識していま

す。 
 

 
従来システムの問題点 

 
今後、ユニーグループはコンビニのサークル K サンクスも含めて合理的な体制に生まれ

変わります。最近では、サークル K フレッシュという生鮮も扱うコンビニにもトライして

いますが、グループを挙げてどれだけシェアを確保していくことができるかが厳しい環境

の中で生き残るための戦略であり、その中心となるのがよい商品をお値打ち価格で提供す

ることだと考えています。そこを支えるのが物流機能であり、流通 BMS は 1 つのメッセー

ジツールではありますが、流通 BMS を全面的に採用することで、物流センターの運営、取

引先とのコラボレーション、情報共有の強化、さらには店舗運営の省力化までつなげてい

くために、日々SCM 改革に取り組んでいます。 
なお、流通 BMS という標準を適用することで、垂直方向の協業化が可能になります。あ

る商品カテゴリーについては取引先と組んで、産地と一緒になって特徴あるモノづくりを

進め、その特徴を如何にお客様にお伝えし、商品を提供していくことも、流通 BMS のメッ

セージを使えば可能だと考えています。 
また、ユニーはイズミヤ（大阪市）、フジ（愛媛県松山市）の 3 社（UIF）で PB 商品を

共同開発しているのですが、利用するメッセージが共通なので同業他社との連携がしやす

い環境にあります。例えば、フジの地元である愛媛県のユニークな果物を PB 化しておりま

すが、物流センターにうまく横串を刺しながら連携することで物流コストを下げています。

他企業とも連携して色々と取り組めるという点も、実は標準メッセージの大きな利点と考

えています。 
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SCM 改革への期待効果 

 
最後に IT とロジスティクスの役割についてですが、情報部門は現場のサポーターであり、

生鮮 MD システムを導入しても現場が良くならなければ目標は達成できません。従って、

情報部門は問題点をよく把握し、改善を続けることが重要です。また、当社では行動指針

として、『買う身になって』考えようと謳っていますが、これをシステムに置き換えて『使

う身になって』考えることを求めています。そのため常に使いやすさ、分かりやすさを追

求していく姿勢が求められます。ただし、システムにはいくらお金を掛けてもゴールはあ

りません。そのため最初から 100％を求めずに、できることから着実に実行することが大切

です。生鮮 MD システムについてもやれば良いことは山ほどありますが、まずは当面の効

果を上げることを目標に導入を進めています。システムはスモールスタートで、子供では

ありませんが、『小さく生んで大きく育てる』ことが肝心です。 
このように私共は、お客様により良い商品をお値打ち価格で提供するという強い使命感

を持ってこの取組を進めておりますので、そのためにも、流通 BMS という標準の利用につ

いて皆様方のご理解をいただければと思います。 
 



6 

 
IT／ロジの役割（目標達成のために） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆角田 吉隆 氏 略歴 
 
 
 
経 歴 
■ １９８１年 外資系メーカーを経てユニー入社 

２００２年 情報システム部長 
２００７年 執行役員 情報システム部長 

 
 ■ 現在    執行役員 ＩＴ物流本部本部長 

日本チェーストア協会 流通ＢＭＳ部会長 

 


